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今月の表紙
猪苗代中学校の入学式。
新制服を身にまとい、
中学校生活への希望を
胸に新入生代表誓いの
言葉を述べる藍原里乃
さんです。【関連９ペー
ジ】

【撮影日】４月６日
【撮影場所】　猪苗代中学校
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︑
町
役
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
︒
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縮
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催
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︒
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︑
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︑
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︑
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委嘱状を受ける長沼則男さん（四ツ谷）

子どもたちの活動に感謝状

　町内３中学校と６小学校では昨年 11 月、台風 15 号で甚大な
被害を受けた千葉県八街市に対し、義援金やタオルなどの支援物
資を送りました。このたび、八街市長から町内小中学生へ感謝状
が贈られ、４月 20 日に町役場で伝達式が行われました。式では、
宇南山忠明教育長が町内の生徒・児童代表で吾妻中学校生徒会長
の阿部悠翔さんに感謝状を手渡しました。阿部さんは「被害を受
けた八街市の役に立つことができてうれしいです」と話しました。

千葉県八街市感謝状伝達

感謝状の伝達を受けた阿部さん（左）

本多實さんに栄典伝達

　元町議会議員の本多實さん（内野）への叙勲伝達式は４月 24 日、
本多さんの自宅で行われました。式では、前後公町長が本多さん
に旭日単光章の勲記と勲章を手渡しました。本多さんは昭和 47
年から昭和 59 年まで３期 12 年にわたり町議会議員として町政
発展に尽力されました。
　本多さんは「社会が大変な時ではありますが、思いがけない受
章に感謝します」とお礼の言葉を述べました。

旭日単光章伝達式

叙勲の伝達を受けた本多さん（中央）。左は妻の京子さん

TOWN  TOPICS まちのわだい
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令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
使
っ
た
︑町
の
お
金
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

こ
れ
は
︑
地
方
自
治
法
と
町
条
例
に
基
づ
き
︑
毎
年
５
月
と
11
月
の
２
回
︑
町

の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
公
表
し
て
い
る
も
の
で
す
︒

　

一
般
会
計
は
下
半
期
中
︑
４
回
の
補
正
を
し
︑
歳
入
歳
出
の
予
算
現
在
額

は
79
億
９
７
２
５
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
︒
３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在

額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
88
・
73
％
︑
支
出
割
合
は
88
・
45
％
と
な
っ
て

い
ま
す
︒
国
民
健
康
保
険
な
ど
10
の
特
別
会
計
は
︑
下
半
期
中
︑
合
計
で

１
億
８
６
５
万
２
千
円
の
補
正
を
し
︑
予
算
現
在
額
は
45
億
３
５
５
９
万
３
千

円
と
な
り
ま
し
た
︒
３
月
末
ま
で
の
予
算
現
在
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
83
・

65
％
︑
支
出
割
合
は
88
・
73
％
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

■令和元年度下半期財政状況

町のお金は　このように使われました

基
金
の
状
況

　
︵
令
和
元
年
度
末
見
込
額
︶

▼
財
政
調
整
基
金

６
億
９
３
９
１
万
２
千
円

▼
減
債
基
金

１
億
７
２
２
万
１
千
円

▼
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
基
金

２
３
５
万
５
千
円

▼
公
共
下
水
道
整
備
基
金

１
３
９
万
８
千
円

▼
リ
ゾ
ー
ト
開
発
環
境
整
備
基
金

８
２
５
万
１
千
円

▼
ふ
る
さ
と
水
と
土
保
全
基
金

１
０
６
８
万
８
千
円

▼
地
域
福
祉
基
金

１
億
４
１
１
９
万
５
千
円

▼
猪
苗
代
町
そ
ば
大
豆
等
刈
取
機

械
整
備
基
金

９
５
６
万
７
千
円

▼
小
野
弥
太
郎
記
念
育
英
基
金

１
７
１
２
万
５
千
円

▼
中
津
川
渓
谷
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
基

金２
７
２
万
２
千
円

▼
教
育
施
設
整
備
等
基
金

６
億
５
２
６
３
万
５
千
円

▼
森
林
環
境
譲
与
税
基
金

５
３
４
万
８
千
円

◎
基
金
を
運
用
し
な
が
ら
事
業
を

実
施
す
る
も
の

▼
土
地
開
発
基
金

１
億
９
７
８
０
万
３
千
円

用
語
を
チ
ェ
ッ
ク

※
予
算
額
の
大
き
い
歳
出
科
目
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す

民
生
費  

老
人
福
祉
や
児
童
福
祉
、

障
害
者
福
祉
な
ど
に
使
う
お
金

総
務
費  

交
通
安
全
対
策
、
振
興

計
画
策
定
、
町
庁
舎
の
管
理
な
ど

に
使
う
お
金

土
木
費  

町
道
の
舗
装
補
修
、
防

雪
柵
の
設
置
、
道
路
の
新
設
改
良
、

都
市
計
画
街
路
、
町
営
住
宅
維
持

管
理
な
ど
に
使
う
お
金

公
債
費  

町
が
学
校
を
建
て
た
り
、

道
路
を
造
っ
た
り
す
る
と
き
に
借

り
た
お
金
を
返
す
た
め
の
も
の

︵
借
り
た
お
金
は
毎
年
計
画
的
に

返
済
し
て
い
ま
す
︶

教
育
費  

小
中
学
校
や
こ
ど
も
園

の
教
育
環
境
の
整
備
、
生
涯
学
習
、

文
化
財
保
護
な
ど
に
使
う
お
金

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

財
務
係

☎︵
62
︶２
１
１
２

会　計　区　分 予算現在額 収　入　済　額 支　出　済　額
猪苗代地区財産区 2,114 万 7 千円 2,054 万 4 千円 1,954 万 9 千円
翁島地区財産区 619 万 7 千円 384 万 4 千円 391 万 1 千円
長瀬地区財産区 1,658 万 8 千円 1,374 万 4 千円 1,572 万 7 千円
吾妻地区財産区 1,302 万 3 千円 1,287 万 3 千円 1,251 万 6 千円　

国民健康保険 15 億 9,238 万 4 千円 14 億 5,979 万 8 千円 13 億 9,152 万 7 千円
公共下水道事業 5 億 4,750 万 7 千円 4 億 1,740 万 6 千円 5 億 2,801 万 2 千円
特定環境保全下水道事業 1 億 2,677 万 1 千円 9,405 万 7 千円 1 億 2,006 万 7 千円
農業集落排水事業 1 億 7,591 万 7 千円   1 億 1,673 万 8 千円 1 億 5,068 万 2 千円
介護保険 18 億 5,809 万 3 千円 14 億 7,755 万 6 千円 16 億    841 万 0 千円
後期高齢者医療 1 億 7,796 万 6 千円 1 億 7,732 万 7 千円 1 億 7,389 万 8 千円

計 45 億 3,559 万 3 千円 37 億 9,388 万 7 千円 40 億 2,429 万 9 千円

一　　　般　　　会　　　計
総 務 2 億 9,089 万 1 千円
民 生 1 億 5,054 万 7 千円
衛 生 700 万 0 千円
農 林 水 産 1 億 4,732 万 1 千円
商 工 634 万 4 千円
土 木 22 億 7,474 万 0 千円    

公 営 住 宅 4 億 7,464 万 8 千円
消 防 2 億 8,462 万 3 千円
教 育 12 億 3,918 万 5 千円
災 害 復 旧 2,140 万 0 千円
臨時財政対策債など 36 億 6,233 万 5 千円

特　　　別　　　会　　　計
公共下水道事業 26 億 6,823 万 3 千円                         

特定環境保全下水道事業 7 億 5,566 万 1 千円
農業集落排水事業 12 億 7,624 万 1 千円

地方消費税交付金　2 億 7,377 万 3 千円
地 方 譲 与 税             8,690 万 0 千円
利 子 割 交 付 金                195 万 9 千円
配 当 割 交 付 金                432 万 7 千円
株式等譲渡所得割交付金　　　  414 万 3 千円
ゴルフ場利用税交付金             2,228 万 8 千円 
自動車取得税交付金                877 万 0 千円
地方特例交付金　　     2,386 万 2 千円
交通安全対策特別交付金　　       225 万 2 千円
分担金および負担金　    　    830 万 4 千円 
寄　　付　　金     　   9,528 万 3 千円
繰　　入　　金    1 億 7,100 万 1 千円
環境性能割交付金　　　  367 万 9 千円

5 億 7,928 万 6 千円　　 
4 億　543 万 8 千円

6 億 3,244 万 3 千円
　　　　　　0 千円

7 億    654 万 1 千円
  5 億 4,993 万 6 千円

4 億 7,894 万 1 千円
4 億 2,127 万 6 千円

3 億　271 万 1 千円
3 億　271 万 1 千円

一  般  会  計
歳入歳出

町債現在高 （令和元年度末現在見込額）

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 3 億 5,933 万 3 千円 3 億 1,461 万 9 千円 4,471 万 4 千円
資　本　的 3,555 万 6 千円 1 億 9,241 万 0 千円 △ 1 億 5,685 万 4 千円

※資本的収支の不足額 1 億 5,685 万 4 千円は内部留保資金などから補てんしま
した。

水道事業会計予算収支状況 （消費税込）

特別会計予算執行状況 （公営企業会計を除く）

◎一般会計合計　 85 億 5,903 万 4 千円

◎特別会計合計　 47 億       13 万 5 千円

●町債現在高合計
132 億 5,916 万 9 千円

予算現在額

区　　分 収　　入 支　　出 差　　引
収　益　的 8,372 万 9 千円 8,376 万 8 千円 △ 3 万 9 千円
資　本　的 1,652 万 4 千円 1,652 万 4 千円 0 千円

病院事業会計予算収支状況 （消費税込）

13 億    404 万 6 千円
11 億 6,415 万 1 千円

9 億 4,333 万 2 千円
8 億 9,715 万 4 千円

  13 億 2,274 万 7 千円
  11 億 6,937 万 2 千円

4 億 7,504 万 8 千円
4 億 3,154 万 3 千円

3 億 9,797 万 6 千円
3 億 8,705 万 8 千円

3 億 8,628 万 0 千円
3 億 6,852 万 4 千円

4 億 9,089 万 5 千円
4 億 5,243 万 3 千円

2 億 3,496 万 5 千円
1 億 3,080 万 7 千円 

1 億   963 万 7 千円
             9,833 万 7 千円     
            2,699 万 1 千円

予算現在額

　公営企業会計

町民税
法人分
5,880 円

町たばこ税
8,038 円

軽自動車税
3,459 円

入湯税
2,424 円

みなさんが
納めた税金

予算現在額は　　　　79 億 9,725 万 9 千円

9 億 9,950 万 8 千円
9 億 9,850 万 7 千円

   税負担額
 （町民１人あたり）

 123,987 円

固定資産税
71,643 円町民税

個人分
32,543 円

2 億 2,264 万 2 千円
2 億    649 万 1 千円

1 億 3,671 万 5 千円
1 億 3,466 万 0 千円

18 億 1,469 万 9 千円
18 億　448 万 7 千円

使用料及
び手数料

財産収入

教育費

地　方
交付税

農林水
産業費

国　庫
支出金

議会費
ほか

公債費

土木費

総務費

町　税

繰越金

諸収入

県支出金

民生費

3,671 万 1 千円
3,404 万 0 千円

予算現在額　30 億 8,657 万 0 千円   
収 入 済 額　32 億 3,582 万 4 千円

※網掛け部分は収入済額※網掛け部分は支出済額
予算現在額　14 億 4,246 万 2 千円   
支 出 済 額　10 億 7,378 万 0 千円

繰入金
ほか

町　債

衛生費

商工費

消防費

議　会　費  
災害復旧費   
予　備　費



7    2020-5  広報 猪苗代 広報 猪苗代  2020-5   6

新任課長紹介

町民生活課長 税務課長

大堀　和也

　町税は「ともに地域を育て、みんなが心地よく暮ら
せるまち　猪苗代」を基本理念とする第七次猪苗代町
振興計画の実現のための貴重な財源です。「公平・中立」
で「わかりやすい」税務行政を推進し、町民の皆さん
に町税の情報を正しくお伝えし、ご理解とご協力を得
ながら、賦課徴収をし、町税収入の確保に努めます。

「公平・中立」で「わ
かりやすい」税務行政
を推進します

薄　治彦

　町民生活課は、町民の生活に密着した相談内容で毎
日多くの方が来庁されます。町民の皆さんが困らない
ようワンストップサービスに努め、一人一人の声を大
切に明るく笑顔で取り組んでいきます。総合的な支援
ができるよう各課と連携し、情報共有しながら、和を
もって親切丁寧なサービスの提供に努めます。

和をもって親切丁寧な
サービスの提供に努め
ます

４月１日付の人事異動による新任課長６人、指導主事１人、新採用職員７人を紹介します

総務課  主事
渡部　花

はる

菜
な

企画財務課  主事
岩本　雄

ゆう

意
い

町民生活課  主事
今泉　和

かず

磨
ま

保健福祉課  保健師
千葉　健

けん

太
た

農林課  主事
田村　歩

あ ゆ む

夢
商工観光課  主事

佐原　潤
じゅん

建設課　主事
江川　史

ふみ

将
ゆき

猪苗代町のために精一
杯励んでいきたいと思
います

早く仕事に慣れ、少し
でも多く町に貢献でき
るように努力します 

町民の皆さんのために
一生懸命職務に励んで
いきます

常に町民の目線に立っ
た事務の執行に努めて
いきます

町民の皆さんに信頼し
ていただけるよう全力
で業務に取り組みます

町をより良くするため
に自分の業務に責任を
持って取り組みます

町民の皆さんに顔を覚
えていただけるように
全力で取り組みます

商工観光課長 保健福祉課長

新田　利一

　社会情勢や生活環境の変化を見据えながら、障害の
ある方の自立と社会参加を果たすための生活支援や安
心して子育てを行うための母子保健の充実、超高齢化
に対応した介護予防を推進するなど、幅広いサービス
を提供することで安心して住み続けていただけるよう、
職員一丸となって福祉と健康の増進に取り組みます。

安心して住み続けてい
ただくため福祉と健康
の増進に取り組みます

柴田　敏和

　猪苗代湖と磐梯山といったこの地域ならではの豊か
な自然を活用した地域資源の観光振興に努め、多様化
する消費者ニーズに対応するため、商工業のさらなる
活性化策を皆さんと一緒に考えていきましょう。また、
特色あふれる「雇用の場」づくりに全力で取り組んで
いきます。

豊かな自然を活用した
地域資源の観光振興に
努めます

教育総務課長 農業委員会事務局長

渡部　智行

　農業委員会では農業委員・農地利用最適化推進委員
の皆さんと担い手への農地利用の集積・集約化、遊休
農地の発生防止、新規参入の促進といった農地利用の
最適化を推進しています。農地法に基づく農地の売買・
貸借の許可など、農地に関する事務を執行する行政委
員会として、公平・中立の運営を心掛けていきます。

農地に関する行政委員
会として、公平・中立
の運営を心掛けます

安部　庄英

　町の将来を担う子どもたちが「生きる力」、「確かな
学力」、「健やかな体」を確実に身に付けられるよう教
育行政を推進します。また、統合中学校の整備を進め
るとともに小学校の統廃合について議論を深め、子ど
もたちが安全・安心な教育施設で充実した学校生活を
送ることができるよう努力します。　

猪苗代町の未来を拓く
人材の育成と教育施設
の充実を図ります

教育総務課
主幹兼指導主事

土屋　裕
ひ ろ

史
ふ み

　吾妻小学校に 2 年間勤務し、４月１日付で教育総務
課の辞令をいただきました。責任の重さを痛感してお
ります。学校とは異なる業務内容に悪戦苦闘している
日々が続いていますが、「為せばなる」をモットーに
自分自身を高め、町の発展と猪苗代の未来を担う子ど
もたちの育成のために、微力ではありますが誠心誠意
努めます。

未来を担う子どもたち
の育成に誠心誠意努め
ます

指
導
主
事
の
先
生
と

新
採
用
職
員
を
紹
介
し
ま
す

職員紹介

指
導
主
事
紹
介

新
採
用
職
員
紹
介
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希望を胸に
入学・入園

スクールトピックス

　町内６小学校の入学式は４月８日に行われ、１年生 107 人
が小学校生活をスタートさせました。
　12 人が入学した緑小学校では、一人一人が呼名された後、
佐藤秀一校長が「小学校では楽しい行事がたくさんあります。
明日からも素敵な笑顔で学校に来てください」と式辞を述べま
した。在校生を代表して６年生の佐藤あかりさんが「これから
たくさんの思い出を一緒に作れることを楽しみにしています」
と歓迎の言葉を述べました。

町内の小・中・高校やこども園では、４月に入学式・入園式が行われ、
新入生たちが希望を胸に新たな一歩を踏み出しました。

緊張した面持ちで入学式に臨む緑小学校の１年生

入園式に臨む新入園児（ひまわりこども園）

誓いの言葉を述べる安部さん（左・猪苗代高校）

新たな一歩を踏み出した新入生（猪苗代中学校）

町内小学校に 107 人が入学

期待を胸に新たな一歩
　町内３中学校の入学式は４月６日に行われ、新入生 96 人が
希望を胸に新たな一歩を踏み出しました。
　このうち 59 人が入学した猪苗代中学校では、小杉一浩校長
が「中学校生活ではつらいことや困難なことにへこたれること
なく、何事も成し遂げてください」と式辞。新入生を代表して
藍原里乃さんが「これからの中学校生活に不安な気持ちもあり
ますが、自分自身を向上させ責任ある中学生になることを誓い
ます」と誓いの言葉を述べました。

ひまわりこども園入園式
　ひまわりこども園とさくらこども園の入園式は４月８日に行
われました。
　このうちひまわりこども園では、乳児部と幼児部の合わせて
96 人が入園しました。式では、新入園児たちが保護者らに拍
手で迎えられ入場。新入園児たちは、自分の名前が呼ばれると
大きな声で返事をしました。大嶋善一園長が「こども園はみん
なで一緒に楽しく過ごすところです。毎日お友だちと元気に楽
しく遊んでください」と式辞を述べました。

夢の実現に向けて
　猪苗代高校の入学式は４月９日に行われ、普通科の 23 人が
高校生活をスタートさせました。
　式では、佐々木理夫校長が全員の入学を許可し「大いに夢を
抱き、高校生活の３年間で夢の実現に向けて努力し、自分自身
の目標に向かって精進してください」と式辞。新入生を代表し、
安部巧海さんが「今は不安な気持ちでいっぱいですが、一人一
人が行動に責任を持ち、自立した学校生活を送ります」と誓い
の言葉を述べました。

地域おこし協力隊通信

　

４
月
に
千
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し
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ま
し
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主
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猪
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時
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に
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ま

し
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有
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電
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で
い
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ま
す
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地域おこし協力隊

橋本 真由 さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：有害鳥獣対策

キラッ人
と

いなわしろ

　４月１日に道の駅猪苗代の駅長
に就任した二瓶盛一さん。二瓶さ
んは福島民報社で記者や編集者と
して活躍した後、さまざまな要職
を歴任してきました。「これまで
とは違う業種ですがやりがいを感
じますし、毎日が楽しいです」と
古里での新たなスタートに目を輝
かせます。
　新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、現在（４月22日現在）
は規模を縮小して営業している道
の駅猪苗代。感染症拡大防止に使
命を感じつつ、営業時間短縮でで
きた時間を有効活用して、従業員
の研修や店舗の見直し、商品の点
検など、施設の魅力向上に余念が
ありません。

　「地域振興施設として町内の農
業や商工業、そして観光が元気に
なるための拠点として対応してい
きたい」と話す二瓶さんは、商品
の販売促進だけでなく、人と人と
のつながり通じて地域の良さを発
信していきたいと考えています。

「例えば、お客様が道の駅で気に
入った商品があれば、『この店に
行けば他にもこんな商品がありま
すよ』などと声を掛けて実際の店
舗にも足を運んでもらい、猪苗代
の良さをもっと知ってもらいたい
んです」とコミュニケーションの
大切さを訴えます。
　二瓶さんは「何より、町民の皆
さんに愛される施設を目指しま
す」と力強く抱負を話しました。

二瓶 盛一 さん（木地小屋）

昭和 28 年生まれ、町内木地小屋出身。
昭和 52 年福島民報社に入社。以降、記
者・編集者として敏腕を振るう。常務取
締役、専務取締役などの要職を歴任後、
同社を退職。民報印刷代表取締役などを
経て昨年 10 月に道の駅猪苗代支配人に
就任。今年４月から現職。

Profile
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税
務
課　

賦
課
係　

☎︵
62
︶２
１
１
３

●
自
動
車
税
種
別
割

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部　

課
税
第
二
課

☎︵
29
︶５
２
６
１

巡
回
児
童
相
談
会

　

会
津
児
童
相
談
所
で
は
、
す
べ
て

の
児
童
が
家
庭
お
よ
び
地
域
社
会
に

お
い
て
健
や
か
に
育
て
ら
れ
る
よ
う
、

児
童
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
家

庭
そ
の
他
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
保

護
者
な
ど
に
必
要
な
助
言
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
巡
回
児
童
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
会
津
児
童
相
談
所

の
職
員︵
児
童
福
祉
司
、
心
理
判
定

員
な
ど
︶が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
を
希
望
す
る
人
は
、
町
保
健
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

７
月
８
日︵
水
︶

※
予
約
が
必
要
で
す
。
時
間
は
、
予

約
後
に
連
絡
し
ま
す
。

▼
場
所　

町
地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

０
～
18
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
に
つ

い
て
の
あ
ら
ゆ
る
相
談︵
療
育
手
帳

申
請
、
知
能
検
査
等
に
よ
り
児
童
へ

の
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
も

の
な
ど
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

☎︵
62
︶２
１
１
５

▼
勤
務
場
所　

町
図
書
歴
史
情
報
館

▼
応
募
手
続
き　

　

町
指
定
の
履
歴
書︵
写
真
添
付
︶、

職
歴
調
書
、
滞
納
確
認
同
意
書
な
ど

の
必
要
書
類
に
記
入
し
、
５
月
20
日

︵
水
︶ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
問
い

合
わ
せ
先
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考

　

面
接
試
験
お
よ
び
書
類
審
査
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。

〇
日
時　

５
月
24
日︵
日
︶ 　

午
前

10
時
か
ら

〇
場
所　

町
体
験
交
流
館

▼
雇
用
期
間

令
和
２
年
６
月
上
旬
か
ら
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課 

図
書
歴
史
情
報
館
係

☎︵
23
︶７
８
５
５

日
本
脳
炎
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

　

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
差
し
控

え
ら
れ
た
た
め
に
接
種
機
会
を
逃
し

た
人︵
特
例
対
象
者
︶に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

猪
苗
代
町
総
務
課

▼
受
付
期
間

　

５
月
13
日︵
水
︶か
ら
６
月
12
日

︵
金
︶ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
６
月
10

日︵
水
︶の
消
印
ま
で
を
有
効
と
し

ま
す
。

▼
受
験
申
し
込
み
な
ど
の
詳
細

　

受
験
申
し
込
み
や
試
験
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

令
和
２
年
度
会
計
年
度

任
用
職
員
を
再
募
集
し

ま
す

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
令
和
２
年

度
会
計
年
度
任
用
職
員
を
再
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
業
務
お
よ
び
予
定
人
員　

学
芸
員
業
務　

１
人

▼
資
格
要
件　

学
芸
員
資
格
が
あ
る
人

▼
勤
務
条
件

　

猪
苗
代
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

例
に
よ
る
。

▼
勤
務
時
間　

１
日︵
週
４
日
程
度
︶

▼
１
月
の
支
給
目
安
額︵
予
定
︶

１
３
０
︐
４
０
０
円
か
ら

１
５
４
︐
４
０
０
円

▼
納
期
限　

６
月
１
日
︵
月
︶

▼
納
付
方
法

●
軽
自
動
車
税
種
別
割

　

金
融
機
関
や
猪
苗
代
町
役
場
会
計

室
窓
口
で
ご
納
付
く
だ
さ
い
。
口
座

振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
る
人
は
、

５
月
25
日
に
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

●
自
動
車
税
種
別
割

　

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
な
ど
に

よ
り
ご
納
付
く
だ
さ
い
。

▼
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
の

た
め
に
使
う
車
で
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
税

額
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
減
免
の
申
請

期
限
は
、
６
月
１
日
ま
で
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

●
軽
自
動
車
税
種
別
割

・
未
接
種
分
を
20
歳
未
満
ま
で
定
期

接
種
と
し
て
接
種
可
能

②
平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
10
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
７
歳
６
ケ
月
に
な
る
前
ま
で
に
Ⅰ

期
３
回
の
接
種
を
完
了
し
て
い
な
い

人
は
、
Ⅱ
期
の
９
歳
か
ら
13
歳
未
満

の
間
に
Ⅰ
期
の
未
接
種
分
が
接
種
可

能▼
料
金　

無
料

▼
そ
の
他

　

平
成
23
年
４
月
２
日
以
降
の
生
ま

れ
の
人
に
は
、
順
次
、
日
本
脳
炎
Ⅱ

期
の
個
別
通
知
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎︵
62
︶２
１
１
５

軽
自
動
車
税
種
別
割
・
自

動
車
税
種
別
割
の
納
期
限

は
６
月
１
日
で
す

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
令
和
元
年
10

月
１
日
か
ら
軽
自
動
車
税
は
﹁
軽
自

動
車
税
種
別
割
﹂
に
、
自
動
車
税
は

﹁
自
動
車
税
種
別
割
﹂
に
名
称
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。

▼
課
税
さ
れ
る
人

　

４
月
１
日
現
在
、
バ
イ
ク
、
軽
自

動
車
や
普
通
自
動
車
な
ど
を
所
有
し

て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

予
防
接
種

税
　
金

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

令
和
３
年
度
採
用

町
職
員
候
補
者

　

令
和
３
年
度
採
用
の
町
職
員
候
補

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
数

○
行
政
職︵
一
般
事
務
︶　

大
学
卒

程
度

○
土
木
職　

大
学
卒
程
度

○
建
築
職　

大
学
卒
程
度

○
幼
児
保
育
教
育
職　

短
大
卒
程
度

※
採
用
予
定
人
数
は
、
い
ず
れ
の
職

種
も
若
干
名

▼
受
験
資
格

○
行
政
職
・
土
木
職
・
建
築
職　

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
令
和
３

年
３
月
末
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者○
幼
児
保
育
教
育
職　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、

保
育
士
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
の
両
方

の
資
格
・
免
許
を
有
す
る
者
ま
た
は

令
和
３
年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
者︵
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
︶

▼
試
験
の
方
法

︻
一
次
試
験
︼

○
期
日　

７
月
12
日︵
日
︶

○
場
所　

未
定︵
決
定
次
第
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶

○
内
容

・
行
政
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
行
政
の
専
門
試
験

・
土
木
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
土
木
の
専
門
試
験

・
建
築
職　

大
学
卒
程
度
の
教
養
試

験
と
建
築
の
専
門
試
験

・
幼
児
保
育
教
育
職　

短
大
卒
程
度

の
教
養
試
験
と
幼
稚
園
教
諭
の
専
門

試
験

※
全
職
種
で
事
務
適
性
検
査
・
一
般

性
格
診
断
検
査
・
職
場
適
応
性
検
査

が
あ
り
ま
す
。

︻
二
次
試
験
︼

　

一
次
試
験
の
合
格
者
に
個
別
面

接
・
小
論
文
な
ど
に
よ
る
試
験
を
行

い
ま
す
。

▼
受
験
申
込
用
紙
お
よ
び
募
集
要
領

の
交
付

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
申
込
用
紙
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト︵
Ｂ
４
サ
イ
ズ
︶し
て
い
た

だ
く
か
、
総
務
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

　

郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
封
筒

の
表
に
﹁
行
政
職︵
ま
た
は
土
木

職
・
建
築
職
・
幼
児
保
育
教
諭
職
︶

試
験
申
込
用
紙
請
求
﹂
と
朱
書
き
し
、

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
先
明

記
の
封
筒︵
角
型
２
号
︶を
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
宛
先　

〒
９
６
９
︱
３
１
２
３

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０
番
地

募
　
集

福
　
祉

善意をありがとうございます

〇町一般廃棄物協同組合
　　　　　　　　　図書カード 10 万円分
　町一般廃棄物協同組合は４月 21 日、和
みいなの図書充実のため、町に図書カー
ド 10 万円分を寄付しました。同組合では、
毎年町に図書カードを寄付しており、今年
で９回目となります。

〇県ラージボール卓球連盟　　車いす１台
　県ラージボール卓球連盟の手代木義弘会
長と矢吹進競技委員長は３月４日、学びい
なを訪れ、町に車いす１台を寄贈しました。

車いすを寄贈した手代木会長（中央）と
矢吹競技委員長（左）

善意を寄せた大友健市代表理事（右から
２人目）ら
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２
０
２
０
年
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

総
務
省
お
よ
び
経
済
産
業
省
・
福

島
県
・
猪
苗
代
町
で
は
、
全
て
の
製

造
事
業
所
を
対
象
に
２
０
２
０
年
６

月
１
日
時
点
で
工
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調
査

で
、
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
の

あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
。

　

従
業
者
４
人
以
上
の
事
業
所
に
は

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。
調
査
票
に

ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
作

成
の
目
的
以
外︵
税
の
資
料
な
ど
︶

に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
情
報
保
護
、
回
答
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
答
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
調
査
の

結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興

な
ど
、
国
お
よ
び
地
域
行
政
施
策
の

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎︵
62
︶２
１
１
２

☎︵
62
︶２
１
１
１

母
子
保
健
事
業
の
一
部

中
止
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
２
年
度
母

子
保
健
事
業
の
一
部
を
中
止
し
ま
す
。

▼
中
止
す
る
保
健
事
業　

︻
離
乳
食
教
室
︼

　

今
年
度
予
定
し
て
い
た
全
て
の
日

程
を
中
止
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
家

庭
に
は
、
保
健
師
よ
り
離
乳
食
の
状

況
な
ど
を
電
話
で
伺
い
ま
す
。

︻
ち
び
っ
こ
ラ
ン
ド
︼

　

前
期
日
程︵
５
月
～
９
月
︶を
中

止
し
ま
す
。

　

後
期
日
程︵
10
月
～
２
月
︶の
実

施
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り

判
断
し
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係　
　

☎︵
62
︶２
１
１
５

人
権
相
談
会
中
止
の

お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
７
月
初
旬
ま
で
の
間

は
人
権
相
談
会
を
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

特
別
定
額
給
付
金︵
仮
称
︶

に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
簡
素
な
仕
組
み
で
迅

速
か
つ
的
確
に
家
計
へ
の
支
援
を
行

う
た
め
、﹁
特
別
定
額
給
付
金︵
仮

称
︶﹂
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

申
請
方
法
な
ど
給
付
金
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ
次
第
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
給
付
金
の
最

新
情
報
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（『
総
務
省
　
給
付
金
』
で
検
索
）

▼
特
殊
詐
欺
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

町
や
国
、
県
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
お
願
い
し
た
り
、
銀
行
の
口
座

番
号
を
電
話
や
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ

せ
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
給
付

金
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話
や
メ
ー

ル
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避

難
し
て
い
る
人
へ
の
支
援

　

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
を
理
由
に
避

難
し
て
い
る
人
で
、
事
情
に
よ
り
町

へ
住
民
票
を
移
す
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

マ
イ
ホ
ー
ム
を
守
る

耐
震
診
断
に
伺
い
ま
す

　

町
で
は
、
町
内
の
木
造
住
宅︵
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅
︶に
つ
い
て
、
建
築
士

な
ど
の
専
門
家
を
派
遣
し
、
耐
震
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

９
月
30
日︵
水
︶

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎︵
62
︶２
１
１
８

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事

の
経
費
を
補
助
し
ま
す

　

町
で
は
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
基

準
を
満
た
さ
な
い
木
造
住
宅
の
耐
震

改
修
工
事
を
実
施
す
る
町
民
に
対
し

て
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
町

内
に
あ
り
、
次
の
要
件
の
全
て
に
該

当
す
る
住
宅
で
す
。

①
所
有
者
が
自
ら
居
住
す
る
住
宅
ま

た
は
併
用
住
宅︵
住
宅
と
し
て
使
う

部
分
の
床
面
積
が
延
べ
面
積
の
２
分

※
一
般
質
問
は
８
日︵
月
︶、
９
日

︵
火
︶の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎︵
62
︶５
６
６
６

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

行
政
相
談
委
員
が
役
所︵
国
、
県
、

市
町
村
︶
や
特
殊
法
人︵
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、

Ｊ
Ｒ
な
ど
︶の
仕
事
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
、
そ
の
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

　

定
例
相
談
は
毎
月
１
回
、
第
３
水

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
日
時

５
月
20
日︵
水
︶、
６
月
17
日︵
水
︶

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

町
役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

の
１
以
上
の
も
の
︶

②
工
事
の
着
手
が
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
で
、
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統

的
工
法
、
枠
組
壁
工
法
な
ど
に
よ
る

木
造
３
階
建
て
以
下
の
住
宅

③
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
促
進
事

業
実
施
要
綱
に
基
づ
き
耐
震
診
断
を

実
施
し
た
結
果
、
基
準
を
満
た
さ
な

い
も
の

④
補
助
金
の
交
付
決
定
年
度
内
に
耐

震
改
修
工
事
が
完
了
す
る
も
の

⑤
過
去
に
県
、
町
か
ら
耐
震
改
修
工

事
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

※
工
事
終
了
後
、
耐
震
性
能
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
な
ど
を
町
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
件
数　

１
件

▼
応
募
締
切
日　

９
月
30
日︵
水
︶

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課　

都
市
整
備
係

☎︵
62
︶２
１
１
８

６
月
議
会
が
は
じ
ま
り

ま
す

　

町
議
会
の
本
会
議
の
傍
聴
に
つ
い

て
は
決
ま
り
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
不

明
な
点
は
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
開
会
予
定
日　

６
月
３
日︵
水
︶

議
　
会

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

中
止
の
お
知
ら
せ

　

今
年
度
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
﹁
令
和
２
年
度
町
民
健
康
マ
ラ

ソ
ン
大
会
﹂
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

社
会
体
育
係

☎︵
72
︶０
１
８
０

町
指
定
ご
み
袋
の
変
更

に
つ
い
て

住
ま
い

お
知
ら
せ

生
　
活

補
助
金

相
　
談

　

現
在
、
使
用
し
て
い
る
町
指
定
ご

み
袋︵
回
収
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
３
０
％

再
利
用
︶か
ら
、
新
た
に
バ
イ
オ
マ

ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
30
％
配
合
︵
高
密

度
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
︶の
町
指
定
ご
み

袋
に
変
更
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
下
旬
か
ら

町
内
の
店
頭
で
販
売
予
定
と
な
り
ま

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
使
用
し
て
い
る
町
指

定
ご
み
袋
も
使
用
可
能
で
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
マ
ー
ク
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
し
い
町
指
定
ご
み
袋︵
見

本
︶
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

認
定
さ
れ
次
第
表
示
し
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
と
ご
み
の
分
別
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎︵
62
︶２
１
１
４

調
　
査

▲新しい町指定ごみ袋（見本）
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新型コロナウイルス
感染症に便乗した
悪質商法に注意！

　　新型コロナウイルスに便乗し
　た悪質な勧誘を行う業者には耳
　を貸さないようにしましょう。
　㉄県消費生活センター
　☎ 024（521）0999

①国内旅行業務取扱管理者（旅行業
約款編）
●日時　７月６日（月）、７日（火）、
９日（木）、13 日（月）、14 日（火）、
16 日（木）　午後６時～午後８時（計
12 時間）、受講料 4,300 円、教材
費 3,080 円
●申込締切　６月 17 日（水）
●定員　10 人
②建築模型作成術（入門編）
●日時　７月 20 日（月）、21 日（火）
午前９時～午後４時（計 12 時間）、
受講料 3,100 円、教材費 4,000 円
程度
●申込締切　７月１日（水）
●定員　５人
③鉛フリーはんだ取り扱い基礎
● 日 時　 ７ 月 16 日（ 木 ） 午 前 ９
時～午後４時（計６時間）、受講料
1,900 円、教材費 1,800 円程度
●申込締切　６月 29 日（月）
●定員　10 人
④ Google アプリによるクラウドを
活用した情報共有術
● 日 時　 ７ 月 28 日（ 火 ） 午 前 ９
時～午後４時（計６時間）、受講料
1,900 円、教材費無料
●申込締切　７月７日（火）
●定員　５人
⑤ビジネスで使えるフリーソフト活
用術
●日時　９月２日（水）午前９時～
正午（計３時間）、受講料 1,300 円、
教材費無料
●申込締切　８月３日（月）
●定員　５人
　詳しくは、本校ホームページ「経
営 企 画 部 門 」http://www.tc-aizu.
ac.jp/ をご覧ください。
●申込方法　
　「テクノセミナー受講申込書」に
記入し、メール、郵送、持参、もし
くはＦＡＸで送信してください。受
講申込書は本校ホームページにあり
ます。
㉄県立テクノアカデミー会津　
☎ 0241（27）3221 
Mail:aizu-ta@pref.fukushima.lg.jp

状況の中でも継続的な子育てや 学
習環境を整えてもらうことを目的に、
児童１人当たり 5 万円を支援しま
す。申し込みには、東日本大震災の
罹
り

災
さい

証明書のほか、台風の罹災証明
書等、所定の書類の提出が必要です。
応募締切は 5 月 29 日（当日消印有
効）です。
　詳細は、財団ホームページ（http://
minnade-ganbaro.jp/）に掲載してい
ますのでご確認ください。
㉄東日本大震災復興支援財団
☎ 03（6889）1560

　「えとタイムカプセル」
　掘り起し式のご案内

　猪苗代の子供たちの夢を応援する
会では、13 年前より毎年リステル
パーク内ハーブ園にある干

え

支
と

の彫刻
の下にタイムカプセルを埋設してき
ました。その第２回に丑の巨木の下
に埋設したタイムカプセルが 12 年
の時を経て、いよいよ掘り起こされ
る時を迎えました。
　対象は、当時小学校６年生だった
皆さんで、今年度に 24 歳になる人
たちです。皆さんで当時を振り返り、
思い出を語り合いましょう。
●日時　８月 12 日（水）　午前 11
時 30 分～
●場所　リステルパーク・ハーブ園
内
● 対 象 者　平成 20 年 12 月 16 日
のタイムカプセル埋設式に参加した
猪苗代、翁島、千里、緑、長瀬の５
小学校の当時６年生の児童と当時の
担任、校長

　「しあわせ金婚夫婦」に
　表彰状と記念品を贈呈

　県老人クラブ連合会と福島民報社
では、県内で結婚 50 年の金婚式を
迎えた夫婦に表彰状と記念品を贈呈
しています（老人クラブの会員でな
くても申し込みできます）。
　福島民報新聞紙上に名前と年齢が
掲載されることをご了承ください。
●表彰該当者　昭和 45 年 1 月 1 日
から同年 12 月 31 日までに結婚し、
金婚 50 年を迎えた夫婦。また昨年
までに申し込みをしなかった夫婦も
その対象となります。　
●受付期間　7 月３日（金）まで
●申し込み先　町社会福祉協議会
　詳しくは下記まで問い合わせてく
ださい。
㉄町社会福祉協議会
☎（62）5168

　

　二重被災した世帯の
　児童学習を支援します

　東日本大震災復興支援財団では、
東日本大震災で被災し、かつ、昨年
10 月に発生した令和元年台風第 19
号で二重被災した世帯の中学生以下
の児童を対象とした児童学習支援を
4 月 6 日より募集しています。
　本支援では二重被災という困難な

募　　集

2020 年４月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　13,613 人
　　世帯数　　　  4,836 戸
　　出生　  3 人　  転入    87 人
　　死亡　14 人  　転出  152 人

   今月の納期
（納期限５月 31 日）

●軽自動車税
 　　　　　　　

●上下水道使用料
                        ５月分

●参加費　無料
●申込先　猪苗代の子供たちの夢を
応援する会　事務局
☎（66）3001　

危険物安全週間
「訓練で　確かな信頼　積み重ね」

　６月７日から 13 日までの１週間
は危険物安全週間です。ガソリンな
どの危険物を使用する際は、十分注
意してください。
●ガソリンは原則ポリ容器では保管
できません
　ポリ容器は静電気により引火する
恐れがありますので、適正な金属容
器で保管してください。
●危険物の運搬にはご注意を
　こぼれないように栓は確実に閉め、
倒れないようにしっかりとロープな
どで固定してください。
●保管する量は最小限に
　一定数量以上を保管すると、消防
署に届け出などが必要になります。
●給油の際はエンジン停止。たばこ
などの火気は厳禁
　直接火が触れなくても引火し、火
災となることがあります。
●ガソリンを購入される人へ
　ガソリンの適正な使用を徹底する
ため、ガソリン購入時に本人確認や
使用目的の確認を行うことが消防法
で義務付けられています。
㉄猪苗代消防署
☎（62）4433
　

セミナー受講者募集

　県立テクノアカデミー会津校では、
次のとおりセミナーの受講者を募集
します。
●募集コース

消　　防

セミナー

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
︒
ご
了
承
く
だ
さ
い
︒

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（令和２年３月 31 日現在）

５月 11 日～６月末の窓口業務延長日は、
５月 19日と６月９日、23日です。編

集
後
記

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
例
年

実
施
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。来
月
号
か
ら
は﹁
ス
ク
ー

ル
ト
ピ
ッ
ク
ス
﹂
や
﹁
み
ん

な
の
美
術
館
﹂
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
は
当
面
お
休
み
と
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
増

え
る
と
思
い
ま
す
。
普
段
で

き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み

る
な
ど
、
有
意
義
に
過
ご
し

た
い
で
す
ね
。︵
半
澤
︶

町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎月
第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税証明
発行などの窓口業務の時間を延長しています。
㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

案　　内

暮らしの情報広場

注　　意

町の人口
（福島県現住人口調査より）

１　犯罪発生状況

◎３月末現在の県内におけるなりすまし詐欺（オレオ
レ詐欺など）の発生状況は 38 件、被害金額 4,990 万
円です。被害件数、金額ともに前年より増加していま
す。
◎なりすまし詐欺を留守番電話で撃退しましょう。常
に留守番電話に設定しておき、不審電話（犯人の声）
をスピーカーを通して聞くことで不審電話と気付きや
すくなります。

◎シートベルトは事故被害の軽減に大きな効果があり
ます。助手席や後部座席も着用しましょう。
◎夜間、歩いて外出する際は、必ず夜光反射材を身に
着けましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 令和２年 平成 31 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 11 13 -2 -15.4

磐 　 梯 　 町 2 3 -1 -33.3

裏 　 磐 　 梯 3 3 0 0.0

　　　計 16 19 -3 -15.8

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯

２年 31 年 ２年 31 年 ２年 31 年

窃盗犯計 8 4 1 1 2 2
空 き 巣、 忍 び
込みなど 3
万 引 き、 車 上
狙いなど 5 3 1 1 2 2

自動車盗など 1

詐欺など 1 3

暴行・傷害など 2 2 1 1

器物損壊 1 1

その他 2 3

合　計 11 13 2 3 3 3

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
本年 前年 本年 前年 本年 前年

人身事故発生件数 0 12 1 3 0 2
増　　減 -12 -2 -2
死者数 0 0 0 0 0 0

増　　減 0 0 0
傷者数 7 20 1 3 0 4

増　　減 -13 -2 -4
物件事故 179 156 36 42 46 31
増　　減 23 -6 15
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「サーカスのライオン」

「サーカスのライオン」で、
ライオンのじんざがサーカス
を抜け出し、夜の街で男の子
に出会った場面です。じんざ
がライオンだとばれないかド
キドキしている場面が心に
残ったので描きました。

Our  Museum

「こわい手長足長」

民話の「手長足長」を描きま
した。磐梯山や周りの景色を
春のような色を使って塗った
ところを工夫しました。手長
足長を怖そうに描くことがで
きました。

みんなの美術館
５月は猪苗代小学校のお友達の作品です
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■一口メモ■
　カルシウムを多く含む豆腐と吸収率を上げるビタミンＤを含むサケを使った骨粗しょう症予防メ
ニューです。子どもからお年寄りまでごはんのおかずとして食べられます。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 275

澤内　茉
ま

有
あ り

さん（３年）
※作品は２年生時制作

【材料】４人分
・生サケ  ２切れ・木綿豆腐  １丁・長ネギ  １本・サヤエン
ドウ  60㌘・ごま油  大さじ１・塩  小さじ 1/2・砂糖  大さじ１・
濃い口しょうゆ  大さじ１

【作り方】
①骨を取った生サケを 1.5 センチ角に切り、塩を振ります。
② 豆腐は熱湯でゆでて水切りするか、レンジで２分ほど加
熱します。
③長ネギの白い部分は小口切り、青い部分とサヤエンドウは
斜め薄切りにします。
④ごま油を熱したフライパンでサケを炒め、色が変わったら
一度取り出し、②と長ネギの白い部分、サヤエンドウを加え
て炒め、塩、砂糖、しょうゆで味付けします。
⑤サケを戻し入れて炒め合わせ、ネギの青い部分を加えて仕
上げ、器に盛ります。

【一人当たりの栄養量】
エネルギー 162㌔㌍、塩分 1.6㌘

サケ入りいり豆腐

（骨粗しょう症予防メニュー）

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ホープのホームページをご覧ください。
ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。


